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（1）　（x2－ 3 x－ 3）（x2－ 3 x＋ 1）－ 5を因数分解すると，

（x＋ ア ）（x－ イ ）（x－ ウ ）（x－ エ ）となる。

ただし， イ ＜ ウ ＜ エ とする。

（2）　k を正の定数とする x の2次関数 f（x）＝x2－kx＋ 5において，

常に f（x）≧ 0となる k の値の範囲は，0＜k≦ オ 　 カ  である。

（3）　各面が正三角形で，面の数が10の多面体がある。この多面体の頂点の数は，

キ である。

（4）　3689と5593の最大公約数は， クケコ である。

（5）　 2つの集合 A，B について

A＝｛ l，a＋ 1，a－ 2｝，B＝｛－ 3，a－ 2， 6－a｝，A ∩ B＝｛ l，3｝

であるとき，a＝ サ である。
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△ABC は，AB＝ 6，BC＝ 3，cos ∠ABC＝ を満たす。このとき

CA＝ ア ，cos ∠BAC＝

である。

また，△ABC の外接円 O の半径は， である。

∠ABC の二等分線と∠BAC の二等分線の交点を D，直線 BD と辺 AC の交点を E，

直線 BD と円 O との交点のうち B と異なる交点を F とする。このとき

AE＝ ク ，BD＝

となる。

また，△EBC の面積は△EAF の面積の 倍である。
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右の図のような1辺の長さが1の正五角形 ABCDE がある。

また，1～ 6の目が出るさいころがひとつある。このさいころ

を投げ，出た目の数の長さだけ，正五角形の辺上を時計回りに点

P を進める試行について考える。ただし，初め点 P は頂点 A に

あり，その次からは前の試行で止まった位置から点 P を進める。

（1）　 1回目の試行後に，点 P が頂点 A にある確率は である。

（2）　 2回目の試行後に，点 P が頂点 A にある確率は である。

また，2回目の試行が終わった段階で，点 P が正五角形を1周した後，頂点 E に

ある確率は である。

（3）　 3回目の試行後に，点 P が正五角形をちょうど1周して頂点 A に

ある確率は である。また，3回目の試行が終わった段階で点 P が頂点 A

にあったとき，点 P が正五角形をちょうど2周している条件付き確率は

である。
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あるクラスの生徒5人が国語と社会の試験を受けた。いずれの試験も得点は負でない整

数とし，満点は100点である。国語の試験の得点を変量 x，社会の試験の得点を変量 y と

する。また，それぞれの平均値を x－， y－とする。次の表はこれらのデータをまとめたも

のである。ただし，一部のデータが失われており，空欄となっている。

番号 x y x－ x－ y－ y－

1 85 30

2 72 67 B

3 A －20

4 30 －20

5 61 3 0

合計 0

（1）　変量 x の平均値 x－は アイ 点であり，表中の A の値は ウエ 点である。

（2）　表中の B の値は オカ 点であり，変量 y の分散は キクケ である。

� （次ページに続く）



数 － 5

（3）　変量 x と変量 y の散布図は コ である。 コ にあてはまるものを， 

次の　～　のうちから一つ選べ。

（4）　変量 x と変量 y の相関係数は サ である。 サ にあてはまる数値として最も

近いものを，次の　～　のうちから一つ選べ。
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